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１．平成 26年 12月期中間期の業績（平成 26年１月１日～平成 26年６月 30日） 
（１）経営成績 (累計)                                                     （％表示は対前年同期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年 12月期中間期 162 － △50 － △50 － △57 － 
25年 12月期中間期 － － － － － － － － 
 

 
１株当たり 
中間純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益 

 円   銭 円   銭 

26年 12月期中間期 △112.09 － 
25年 12月期中間期 － － 

（注）１．当社は、平成 25年 11月１日付で普通株式１株につき 400株の割合で株式分割を行っております。このため１株当たり中間純利

益は、当該株式分割が当中間会計期間の開始日に行われたと仮定して算定しております。 

   ２．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、１株当たり中間純損失を計上しているため記載しておりません。 

   ３．当社は、平成 25年 12月期中間期においては、中間財務諸表を作成していないため、平成 25年 11月期中間期の数値及び対前年

増減率を記載しておりません。 

（２）財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

26年 12月期中間期 261 62 23.1 121.59 
25年 12月期 257 116 45.2 226.26 
（参考）自己資本       26年 12月期中間期   60百万円    25年 12月期   116百万円 
（注）当社は平成 25年 11月１日付で普通株式１株につき 400株の割合で株式分割を行っております。このため前会計期間の期首に当該分

割が行われたと仮定して１株当たり純資産額を算定しております。 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

中間期末 期末 年間 

 円   銭 円   銭 円   銭 
25年 12月期 0.00 0.00 0.00 
26年 12月期 0.00   

26年 12月期(予想)  0.00 0.00 
 
３．平成 26年 12月期の業績予想（平成 26年１月１日～平成 26年 12月 31日） 

                                                           （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期利益 
１株当たり   
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 ％ 

通期 639 209.8 5 － 4 － 2 － 4.71 － 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 



 

 

 

 

※ 注記事項 
（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理及び簡便な会計処理の適用：無 

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 
② ①以外の会計方針の変更 ：無 
③ 会計上の見積りの変更 ：無 
④ 修正再表示 ：無 
 
 
（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 26年 12月期中間期 517,700株 25年 12月期 514,000株 

②  期末自己株式数 26年 12月期中間期 －株 25年 12月期 －株 

③  期中平均株式数 26年 12月期中間期 516,514株 25年 12月期中間期 －株 

当社は平成 25年 11月１日付で普通株式１株につき 400株の割合で株式分割を行っております。このため、前会計期間
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して株式数を算定しております。 

 

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
  この中間決算短信は、金融商品取引法に基づく中間監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点
において、金融商品取引法に基づく中間財務諸表の中間監査手続は終了していません。 
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１．当中間決算に関する定性的情報 

文中の将来に関する事項は、提出日現在において当社が判断したものであります。 

  

（１） 経営成績に関する定性的情報 

当中間会計期間におけるわが国経済は、安倍政権による成長戦略の効果により、雇用情勢が改善し、企業の設備

投資が増加傾向にある等、景気は緩やかな回復基調となっております。また、４月からの消費税増税の影響を受

け、一時的に増税前の駆け込み需要の反動減が表面化したものの、すでに影響は薄れ、緩やかな回復基調で推移し

ております。 

   この状況下、当社は、４月に男きもの専門店SAMURAIを東京銀座・京都祇園にオープンし、男きもの事業の推進を

経営の重点施策と位置付け、製造を男きもの事業に注力するとともに、平成26年６月期までの中期経営計画の達成を

目指した販売体制の強化を継続してまいりました。 

   一方、男きもの事業につきましては引き続き受注状況が好調でありますが、原材料の仕入れ価格の上昇や、消費税

増税等に伴う値引きにより、原価率が上昇傾向にあります。 

これらの結果、当中間会計期間における売上高は162,200千円、営業損失は50,801千円、経常損失は50,670千円、

中間純損失は、57,894千円となりました。 

 

（２）財政状態に関する定性的情報 

（流動資産） 

 当中間会計期間末における流動資産の残高は170,946千円で、前事業年度末に比べ11,064千円減少しておりま

す。現金及び預金の減少47,826千円が主な変動要因であります。 

（固定資産） 

 当中間会計期間末における固定資産の残高は90,403千円で、前事業年度末に比べ15,001千円増加しておりま

す。建物の増加17,995千円が主な変動要因であります。 

（流動負債） 

 当中間会計期間末における流動負債の残高は98,755千円で、前事業年度末に比べ65,261千円増加しておりま

す。前受金の増加50,235千円が主な変動要因であります。 

（固定負債） 

 当中間会計期間末における固定負債の残高は99,648千円で、前事業年度末に比べ7,588千円減少しておりま

す。長期借入金の減少7,588千円が主な変動要因であります。 

（純資産） 

 当中間会計期間末における純資産の残高は62,946千円で、前事業年度末に比べ53,736千円減少しております。

当中間会計期間の中間純損失による減少57,894千円が主要な変動要因であります。  

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

 

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。  

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。  
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３．中間財務諸表 

（１）中間貸借対照表 

(単位：千円) 

        前事業年度 

(平成25年12月31日) 

当中間会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 68,646 20,819 
    売掛金 600 204 
  たな卸資産 103,001 121,942 
  前渡金 1,741 18,733 
    その他 8,237 9,249 
  貸倒引当金 △215 △2 
    流動資産合計 182,011 170,946 
  固定資産     

    有形固定資産     

      建物（純額） 6,396 24,391 
   工具、器具及び備品（純額） 520 967 
   土地 63,762 63,762 
      有形固定資産合計 70,679  89,122 
    無形固定資産 － 1,211 
  投資その他の資産 4,722 70 
    固定資産合計 75,402 90,403 
  資産合計 257,413 261,350 
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(単位：千円) 

          前事業年度 

(平成25年12月31日) 

当中間会計期間 

(平成25年６月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    買掛金 2,050 5,216 
  短期借入金 － 5,000 
    1年内返済予定の長期借入金 13,008 13,008 
    未払法人税等 655 304 
  前受金 10,918 61,154 
  その他 6,862 14,073 
    流動負債合計 33,494 98,755 
  固定負債     

    長期借入金 107,236 99,648 
    固定負債合計 107,236 99,648 
  負債合計 140,730 198,403 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 107,000 108,850 
    利益剰余金     

      その他利益剰余金     

        繰越利益剰余金 9,298 △48,596 
      利益剰余金合計 9,298 △48,596 
    株主資本合計 116,298 60,253 
  新株予約権 384 2,692 
 純資産合計 116,682 62,946 

負債純資産合計 257,413 261,350 
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（２）中間損益計算書 

(単位：千円) 

    
当中間会計期間 

(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

売上高 162,200 

売上原価 71,328 

売上総利益 90,872 

販売費及び一般管理費 141,673 

営業損失（△） △50,801 

営業外収益 964 

営業外費用 833 

経常損失（△） △50,670 

税引前中間純損失（△） △50,670 

法人税、住民税及び事業税 195 

法人税等調整額 7,028 

法人税等合計 7,223 

中間純損失（△） △57,894 
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円) 

   
当中間会計期間 

(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

  税引前中間純損失（△） △50,670 
 減価償却費 1,031 
 貸倒引当金の増減額（△は減少） △213 
  受取利息 △3 
  支払利息 533 
  売上債権の増減額（△は増加） 396 
  たな卸資産の増減額（△は増加） △18,941 
 その他資産の増減額（△は増加） △80,050 
  仕入債務の増減額（△は減少） 3,165 
 前受金の増減額（△は減少） 108,034 
 その他負債の増減額（△は減少） 7,784 
  その他 3,532 
  小計 △25,401 
  利息の受取額 3 
  利息の支払額 △439 
  法人税等の支払額 △546 
  営業活動によるキャッシュ・フロー △26,383 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

  有形固定資産の取得による支出 △19,339 

  無形固定資産の取得による支出 △1,346 

  その他 △20 
  投資活動によるキャッシュ・フロー △20,705 

財務活動によるキャッシュ・フロー  
 短期借入金の純増減額（△は減少） 5,000 
 長期借入金の返済による支出 △7,588 
 株式の発行による収入 1,850 
 財務活動によるキャッシュ・フロー △738 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △47,826 

現金及び現金同等物の期首残高 68,646 

現金及び現金同等物の中間期末残高  20,819 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。  

   

（５）セグメント情報等 

   当社は、織物製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 
 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。  

 

（７）重要な後発事象 

該当事項はありません。  
 


